
No.3211
作品見本 縫代の付け方（参考）

　袋に入っているもの

片方の金具が通ったところ

抜く

見返し（裏）

本体（表）

① 口布を作る ② 口を縫う

②-1 本体と裏地を中表に合わせ
　口のカーブの部分を
　出来上がりまで縫う 

②-2 口のカーブの部分の縫代に
　切込みを入れる 

②-3 口のカーブをきれいに
　作る為、縫代をアイロンで
　割る 

①-1 口布の両端を出来上がり
　に折り、ステッチをする

①-2 口布の本体付け止まり位置
　までの★を縫い、縫代に
　切込みを入れ、表に返す

③ 本体に口布を付ける

③-1 本体表に口布を仮止めする ③-2 本体裏をその上からかぶせ
　口布をはさみ込み、縫い、
　表に返し形を整える（2組作る）

⑤ 脇・底を縫う
④を広げ、表どうし裏どうしを
中表に合わせ、脇、底を縫う
（裏地の底に返し口を開けておく）

⑥ マチを縫う

マチを広げて縫う
（表・裏各２ヶ所）

⑦ ステッチをする

表に返し、形を整え、
口のカーブ部分にステッチをする
（2ヶ所）

⑧ ニューム口金を通す

⑧-1 ニュームカンについている
　ネジをはずす（両側）

⑧-2 口布にニュームカン
　を通す

⑧-4 つなぎ目がまっすぐに
　なる様に金具を合わせる

⑧-3 もう一方の金具を
　入れる

 金具の向きに注意!!

 金具の向きに注意!!

⑧-5 長いネジを外側から
　入れる

⑧-6 短いネジを内側から入れ
　止める
（反対側も同様にネジで止める）

⑨ 返し口を縫う

底板を入れ、返し口を
出来上がりに折り縫う

※底板を入れる場合

底板を底の型紙より5㎜小さくカットし、角を丸く切り落とす
底板の裏側にしつけテープを貼り、返し口より入れ、
本体の底に貼る

※（芯を貼ります）の表記は接着芯を貼る場合の目安です。生地の厚さやお好みにより、貼らなくてもお作り頂けます
接着芯を使用する場合は、表地と同じ大きさに裁断して表地の裏に貼ります

見返しと裏地を中表に合わせ、縫い、
見返しの縫い代を底側に倒し、ステッチする

見返しが付く場合
★

見返しが付く場合見返しがない場合
本体付け止まり

切り込み

表に返す

出来上がり線で止める

返し口
(20cm位開ける）

本体表（2 枚 )

（芯を貼ります）

本体裏 (2 枚）

口布 (2 枚）

型紙には縫代は含まれておりません
１cm の縫代を付けて裁断して下さい

ニューム口金バッグ

口布 ( 裏）

本体表（裏）

本体表（裏）

本体表（裏）

本体裏（裏）
本体表（表）

本体表（裏）

本体表（表）

口布

本体裏（表）

本体表（裏）

本体裏（裏）

本体表（裏）

本体裏（裏）

本体表（表）

本体裏（表）

返し口

口布 ( 裏）

口布

本体裏 (2 枚）

見返し(2枚）

本体表（2 枚 )

（芯を貼ります）

（芯を貼ります）

本体付け止まり

口布 (2 枚）

（芯を貼ります）

（芯を貼ります）


